
（別表１）

1.電源開発計画 （注）下線文字は、平成14年度供給計画計上内容からの変更箇所を示す。（）内は、平成14年度計上内容を示す。

区分 種別 地  点  名 所在地 最大出力 受電会社 着  手 着  工 運  開 備          考

奥只見（増設） 福島県 20万kW 東京・東北 7-7 8-2 15-6

 

 　 大　鳥（増設） 福島県 8.7万kW 東京・東北 7-7 7-12 15-6

工 水力 　

事 奥只見 福島県 0.27万kW 東京・東北 13-9 14-2 15-6 　

中 (維持流量) 　 　  

 徳山 岐阜県 40万kW 中部 57-12 9-2 20年度 現在地元に対して平成26年度運開へ繰り延べを申し入れています。

　 　

着 水力 胆沢第一 岩手県 1.77万kW 東北 3-7 23-4 26年度

工

準 火力 磯子火力新２号 神奈川県 60万kW 東京・東北 8-7 18-2 21-7

備

中 原子力 大間原子力 青森県 138.3万kW ９電力会社 11-8 17-3 22-7 ・用地取得状況を勘案し、着工・運開を1年繰り延べ。

(16-3) (21-7)

着 新桂沢 北海道 1.68万kW 北海道 16-3 22-5 25年度以降 ・ダム工程を考慮し、着手・着工・運開を1年繰り延べ。

手 水力 　 (15-3) (21-5) (24年度以降) 　

予 相良 熊本県 1.65万kW 九州 16-3 17-3 22-3 ・ダム工程を考慮し、着手・着工・運開を1年繰り延べ。

定 (15-3) (16-3) (21-3) 　

2.送電設備計画 （注）下線文字は、平成14年度供給計画計上内容からの変更箇所を示す。（）内は、平成14年度計上内容を示す。

区分 所在地 電圧 こう長 使用開始 備          考

着

手 区間：大間原子力発電所 青森県 275kV 60km 20-11 ・大間原子力の工程に合わせて、着工・運開を1年繰り延べ。

準 ～ [500kV] (19-11) ・電圧については、使用開始時点の計画を500kVから275kVへ変更。大間原子力の試運転工程に

備 (500kV) 　合わせて500kVに昇圧する計画。

中

　 ※設計電圧を［］で併記した。 　　　

平成１５年度供給計画概要

送電線路名

大間幹線

　

着  工

17-3

(16-3)

東北電力㈱むつ幹線＃1


